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１．火山噴火予知連絡会 伊豆部会  

伊豆大島の火山活動に関する勉強会委員名簿 

 
○伊豆部会（10名） 

  部会長 渡辺 秀文  東京大学 地震研究所 教授 
  委 員 上総 周平  内閣府 参事官（地震・火山対策担当）※平成18年7月まで 
  〃   池内 幸司  内閣府 参事官（地震・火山対策担当）※平成18年7月から 

〃  上嶋  誠  東京大学 地震研究所 准教授 
〃  武尾    実  東京大学 地震研究所 教授 
〃  津久井雅志  千葉大学 理学部 准教授 
〃  西尾 典眞  文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課長 ※平成18年7月まで 
〃  土橋  久  文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課長 ※平成19年7月まで 
〃  増子  宏  文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課長 ※平成19年7月から 
〃  藤井 敏嗣  東京大学 地震研究所 教授（火山噴火予知連会長） 
〃  山岡 耕春  名古屋大学 大学院環境学研究科 教授 
〃  伊藤 秀美  気象庁 気象研究所 地震火山研究部長 ※平成19年3月まで 
〃  山里  平  気象庁 気象研究所 地震火山研究部 第三研究室長  

※平成 19年4月から 
〃  横田  崇  気象庁 地震火山部 火山課長 

 
○部会長が部会の調査検討に必要があるとし、出席を求めた部会委員以外の火山噴火予知連絡会委員、臨時

委員および学識研究者（15名） 

石原 和弘  京都大学 防災研究所長（火山噴火予知連副会長） 
鵜川 元雄  独立行政法人防災科学技術研究所 火山防災研究部長 
川邉 禎久   独立行政法人産業技術総合研究所 地質情報研究部門  

火山活動研究グループ 主任研究員 
笹井 洋一  東京都 防災専門員 
篠原 宏志  独立行政法人産業技術総合研究所 地質情報研究部門  

マグマ活動研究グループ長  
春日  茂  海上保安庁 海洋情報部 海洋調査課長 ※平成19年3月まで 
仙石  新  海上保安庁 海洋情報部 海洋調査課長 ※平成19年4月から 
中田 節也  東京大学 地震研究所 教授 
西村 卓也  国土交通省 国土地理院 地理地殻活動研究センター 主任研究官 
西本 晴男  国土交通省 河川局 砂防部 砂防計画課 火山・土石流対策官 
平林 順一  東京工業大学 火山流体研究センター 教授 
藤田 英輔  独立行政法人防災科学技術研究所 火山防災研究部副部長 
村上  亮  国土交通省 国土地理院 地理地殻活動研究センター長 
森  俊哉  東京大学 大学院理学系研究科 准教授 
森田 裕一  東京大学 地震研究所 准教授 
高橋 道夫  気象庁 地磁気観測所長 ※平成19年3月まで 
山本 哲也  気象庁 地磁気観測所 調査課長 ※平成19年4月から 

     （五十音順） 
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２．伊豆大島勉強会の活動経過概要 

 

■平成17年11月2日 第102回火山噴火予知連絡会 

 ・伊豆大島の次の噴火に向けて、伊豆部会において勉強会として議論を開始することを確

認。 

 

●平成17年11月22日 第1回勉強会 

・関係機関の観測体制について紹介し、活動の現状および過去の噴火について報告 

 

●平成18年1月17日 第２回勉強会 

・1986年噴火前後の各機関の観測結果のレビュー 

・伊豆大島周辺の地震活動、地殻変動について 

・山頂噴火シナリオ、割れ目噴火シナリオ等、各種シナリオの検討に向けて検討すべき事

項について 

 

●平成18年2月16日 中間報告に関する担当者打合せ 

 ・中間報告のとりまとめについて 

 

●平成18年2月28日 

・第103回火山噴火予知連絡会に中間報告を報告 

 

●平成18年4月18日 コアミーティング 

・観測体制の検討について 

・役割分担と今後の予定について 

・各機関の観測予定について 

 

 

●平成18年6月29日 第３回勉強会 

・1950年－1951年噴火のレビュー 

 

●平成18年12月27日 第４回勉強会 

・1950年－1951年噴火のまとめ 

・安永噴火のレビュー 

 

●平成19年5月11日 第５回勉強会 

・安永噴火、1950－51、1986年噴火以外の事例のレビュー 

 

●平成19年9月6日 第６回勉強会 

・噴火シナリオ作成に向けた、各噴火ケースの特徴とその把握について 
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●平成19年12月5日 噴火シナリオ作成担当者打合せ 

・噴火シナリオ試案について意見交換 

 

●平成19年12月25日 第７回勉強会 

・噴火シナリオ試案について 

 

●平成20年1月11日 噴火シナリオ作成担当者打合せ 

・噴火シナリオ最終案について意見交換 

 

●平成20年1月29日 第８回勉強会（最終回） 

・噴火シナリオ最終案のとりまとめ 

 

●平成20年2月15日 

・第109回火山噴火予知連絡会に噴火シナリオを報告 
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３．過去の噴火のまとめ 
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３－１．伊豆大島の噴火履歴 

 

・約2万年前からスコリア放出→溶岩流→火山灰というパターンを繰り返し、約1500年前にはカルデ

ラ形成もあった。 
・山頂噴火、側噴火があり、いずれも溶岩噴泉。準プリニー式噴火、マグマ水蒸気爆発も発生している。

テフラ層序からは、最近1500年間に24回の噴火堆積物、17例が山頂噴火、そのうち4例が山頂噴

火→側噴火、7例が側噴火であった。 
・大噴火は200～150年間隔（1777～78年噴火が最後）、明治以降は、中噴火が30～40年間隔（1986
年噴火が最後）で発生している。 

・側火山はN30°Wに集中し、スコリア丘を形成するものや溶岩流が主なもの、また海岸付近でタフ

リングやマールを形成するものがある。 
・伊豆大島の側噴火噴出物の全岩化学組成からみて、主マグマたまりに由来するものと副マグマたまり

に由来するものとがあり、副マグマたまりに由来する噴火はカルデラ内および周辺で発生している。 
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図１ 伊豆大島火山の噴火履歴模式図 
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図２ テフラ噴出量による階段ダイアグラム（小山・早川、1996） 

 

 

図３ 最近約250年間の噴火頻度（独立行政法人産業技術総合研究所） 
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図４ カルデラ形成期・後カルデラ期の大規模噴火の噴火様式（Nakamura、1964） 

 

 

図５ 側火山の分布（千葉大学）      図６ 岩石種と割れ目の位置(千葉大学) 

Group1：無斑晶質で組成が均質 

Group2：無斑晶質で分化がすすみ組成が幅広い 

Group3：斜長石斑晶に富み、全岩組成は斜長石斑晶量を反映

する 
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３－２．1986年噴火のまとめ 

 

・噴火活動は、三原山山頂噴火→割れ目噴火→割れ目の拡大と推移した。それぞれの前兆現象等は以下

のとおり。 
・（長期的前兆）1980年頃まで地下深部でのマグマ蓄積・膨張、1980年頃以降マグマ上昇・膨張停止。 
・（中短期的前兆）数ヶ月前から火山性微動発生、地磁気強度、比抵抗の低下。 
・（山頂噴火の短期的前兆）数日前から火口内に新しい噴気の出現、微動の振幅増大。 
・（割れ目噴火の前兆）約2時間前から活発な地震活動、地殻変動、全磁力変化。 
・（割れ目の拡大）北西－南東方向への震源域の拡大、北西山腹で割れ目噴火、島南東部で亀裂。 
 
 
 

表１ 中長期的な前駆現象（十数年～） 
大島全体 三原山 

期間 
地震活動 地殻変動 全磁力※ 地殻変動 全磁力※※ 比抵抗 熱異常 

1980年頃まで 漸増 膨張 減少 － 増加 増加 縮小 
1980年頃以降 横ばい 膨張停止 減少停止 ｶﾙﾃﾞﾗ収縮 減少 減少 緩やかな増大 

※経年変化からのずれ（ピエゾ効果によると推定） ※※火口南側の観測点の変化（熱消磁によると推定） 

 

 

 

 

表２ 短中期的な前駆現象（数ヶ月～） 
年月 火山性微動 全磁力 比抵抗 熱異常 火山ガス 

1986年 
7月 
8月 
9月 

10月 

 
間欠的な微動 

 
発生様式に乱れ 

 
連続微動 

減少加速※※※ 
 
↓ 

変動 
 

減少加速 
↓ 

 
 

火口内高温域の急

激な拡大 
 

 
 
 
 

H2の増加 
いずれも三原山近傍の現象 ※※※火口南側の観測点の変化（熱消磁によると推定） 
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表３ 1986年11月の三原山山頂噴火～割れ目噴火～割れ目拡大までの諸現象 
 日 時刻 表面現象 火山性地震 火山性微動 地殻変動 電磁気変化 

山
頂
噴
火 

12 
15 

 
 

17 
18 
19 

 
20 
21 

 
 
17:25頃 
 
 
 
 

新噴気出現 
 

噴火開始 
溶岩噴泉 

ストロンボリ噴火 
 

溶岩あふれ 
深夜に停止 

 
時々 ストロンボリ噴火 

 
 

地震多発 
（北部と西部） 

 
活動低下 

 
 

 
バースト的に振幅増大 

連続微動 
↓ 

振幅増大 
 
 

深夜に停止 
 

噴火微動 

 
 

収縮 
↓ 
 
 
 

膨張に転じる 

比抵抗減少 
全磁力減少 

↓ 
 
 
 

比抵抗増加 
 

割
れ
目
噴
火 

 14:10頃 
 
 
16:15頃 
16:44頃 

 
 
 

割れ目噴火開始 
山頂火口でも噴火 

ｶﾙﾃ゙ ﾗ北部で急激な

地震活動開始 
北方へ震源域拡大

北西へ震源域拡大 

 
 
 

大振幅の微動 
↓ 

顕著な地殻変動 
(21日深夜まで)  

↓ 

 

割

れ

目

拡

大 

 
 
 

22 
 

23 

17:47頃 
18:30頃 
深夜 
 
 
まで 

北西山腹割れ目噴火 
（溶岩流） 
噴火活動低下 

 
 

時々 山頂でストロンボ

リ噴火 

 
南東へ震源域拡大

 
南沖でM6.0 
地震活動低下 

 
 

振幅低下 
 
 

噴火微動 
その後停止 

 
 

南東で亀裂発見 
 

 

 

 

 

 

表４ 1986年12月以降の主な活動 
年月日 主な現象 

1986年12月18日 
1987年1月1日～ 
1987年7月～ 
1987年10月 
1987年11月16日 
1987年11月18日 
1988～89年 
1990年 

山頂でストロンボリ噴火，前日から火山性微動が再開，ステップ状地殻変動 
 火山性微動，ステップ状地殻変動再開 
 山頂直下で地震活動が活発化 
 火口溶岩湖でリング状の噴気、電磁気変化加速 
山頂で爆発的噴火，直前にわずかな地殻変動，山頂火口陥没 
山頂で噴火，直前にわずかな地殻変動，山頂火口大陥没 
 通年火山ガス放出 
 噴煙低下，微動停止，10月に小噴火，終息 
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図６ 1986年噴火前の辺長変化（渡辺、1998） 

図５ 1986年噴火前の地震回数 

（渡辺、1998） 

図４ 1986年噴火前兆過程の模式図 

（渡辺、1998） 
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図７ 1986年噴火前の三原山周辺南麓の全磁力変化 （Yukutake et al., 1990） 

図８ 1986年噴火前の三原山山頂火口地下見かけ比抵抗（Utada、2003） 
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図９ 火山性微動の経過（1986年7月19日～11月14日）(橋本ほか、1989) 

    矩形の高さが振幅、幅が継続時間  

図10 1986年11月21日 割れ目噴火前後の地震活動 (山岡ほか、1988) 

左：右図の範囲の地震活動の時空間分布(1986年11月21日～22日) 

右：震源分布図（1986年11月21日～30日) 
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図11 噴火に伴う傾斜変動(御神火茶屋観測点) （山本ほか、1988） 

   左：1986年11月1日～21日             右：1986年11月21日 00時～24時 
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３―３．1950-1951年噴火のまとめ 

 

・有意な前兆現象は認められなかった（ただし、噴火２ヶ月ほど前からごく微細な振動が記録された）。 
・1950年の噴火時は有感地震が発生したが、1951年の噴火時は有感地震は少なかった。 
・観測開始（1938 年）から 1944 年頃まで地震活動が活発であったが、噴火前数年間は地震活動が低

調であった。 
・1950 年７月から９月にかけて三原山を中心とした地磁気伏角の顕著な変化があった（三原山西側地

下で熱消磁で説明可能）。 
・噴火活動は３つの期間に分けることができ、それぞれの活動概要配下のとおり。 
第Ⅰ期（1950年7月～9月）：三原山でストロンボリ式噴火。三原山北斜面、西斜面に溶岩流出。 
第Ⅱ期（1951年２月～６月）：ストロンボリ式噴火、溶岩流出。 
第Ⅲ期（1951年４月～６月）：マグマ沈降後、爆発的な噴火が発生するパターンを繰り返す。大量の

スコリア・火山灰を放出。 
・微動エネルギーは約７ヶ月間で約２×10１９erg（1986年11月は15～21日山頂噴火で約３×10１９erg、

21日割れ目噴火で約３×10１９erg） 

 
 
 

表１ 前駆的現象 

年月（期間） 表面現象 地震活動 火山性微動 

1938年～1944年  大島周辺の 
活動活発  

1947年～1950年 噴気活動等に 
変化なし 

低調 
1948年12月に一時多

発（震源は島周辺？）注

１ 

 

噴火の２ヶ月 
ほど前から   上下動に断続的に 

ごく微細な振動？注２ 
注１） ウィーヘルトのマイクロフィルムでＳ－Ｐが２秒弱（おそらく島周辺）の地震が多いことを確認 

注２） ウィーヘルトのマイクロフィルムからは明確な変化を見いだせなかった 
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表２ 第Ⅰ期（1950年7月～9月） 
年月（期間） 表面現象 地震活動 火山性微動 地磁気変化 
７月16日 

噴火8分前 
  微動発生  

７月16日 

 

火孔南東内壁から 

噴火開始 

ストロンボリ式噴火 

溶岩流出 

（9月下旬まで継続） 

 

連続微動 

[火口地下

300-400m] 

 

７月26日 火孔内に噴石丘形成    

７月下旬から８

月上旬 
 地震活動活発注３  

 

８月  

有感地震発生 

（1,3,4,5,6,25日）
注３ 

 

 

８月15日 
溶岩が火孔から溢れ火

口床に流出 
  

  

８月21～24日   振幅急激に低下  

８月25～29日   振幅再び増大  

９月８～９日  有感地震発生注４   

９月13－14日 
溶岩が火口から溢れカ

ルデラ床へ流下 
   

９月23日 噴火活動停止    

９月24日 溶岩の流出停止  振幅急激に低下  

注３） ウィーヘルトのマイクロフィルムで、Ｓ－Ｐが１秒弱（おそらく島内）の地震が多いことを確認 

注４） ウィーヘルトのマイクロフィルムでも、対応するとみられる地震を確認（Ｓ－Ｐ不明） 

顕著な地磁気変化 

[カルデラ北西部地

下で熱消磁？ 

マグマが貫入？] 
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表３ 第Ⅱ期（1951年2月～4月） 

年月（期間） 表面現象 地震活動 火山性微動 地磁気変化 

2月4日 
火口床から噴火開始 

ストロンボリ式噴火 

低調 連続微動 顕著な変化なし 

2月13日 

 
火口床へ溶岩流出開始    

2月27-28日 
カルデラ床への 

溶岩流出開始 
   

3月30日 溶岩流停止    
4月2日 噴火停止  振幅急激に低下  

 
 

表４ 第Ⅲ期（1951年4月～6月） 

年月（期間） 表面現象 地震活動 火山性微動 地磁気変化 

4月5～13日 
噴石丘で短時間の 

爆発的噴火が散発 

低調   

4月16～19日 
爆発的噴火 

→ストロンボリ式噴火 
   

4月30日～ 

5月１日 
ストロンボリ式噴火    

5月2～9日 
山頂部沈降 

→ストロンボリ式噴火 
 断続的に噴火時に

発生  

この間1ヶ月 静穏    

6月6～10日 
火孔部分で顕著な沈降 

     →爆発的噴火 
   

6月13～15日 
火孔部分で顕著な沈降 

     →爆発的噴火 
   

6月17, 

23,27日 

爆発的噴火 

（27日は1950-51年噴火で最

大級の爆発的噴火） 

   

6月30日 噴火活動沈静化    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



61 

表５ 各期の噴出量 

 噴出物体積 備  考 
第Ⅰ期（1950年7-9月） 20 ×106m3  
第Ⅱ期（1951年2-4月） 6.5×106m3  
第Ⅲ期（1951年4-6月） － 沈降量と噴出量がほぼ同規模 

計 26.5×106m3  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 1950年活動に伴う地震回数と（上図）と微動震幅（下図）の推移（木沢、1951）より） 
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図２ 伊豆大島周辺の地震活動経過 

図３ 1950年噴火第Ⅰ期の地磁気伏角変化（左図）とその変化を説明する熱消磁球（右図） 
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図４ 1950-1951年噴火の溶岩流分布（Tsuya et al.、1954） 
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３－４．安永噴火のまとめ 

 

・1777年８月31日に始まった噴火活動で、安永の大噴火と呼ばれ、以下の活動期に分けられる。 
第Ⅰ期（1777 年８月～1778 年２月）：三原山火口でストロンボリ式噴火。少なくともカルデラ外へ

の溶岩流出はなし。 
第Ⅱ期（1778年４月～９月）    ：ストロンボリ式噴火、北東方向に溶岩流出。 
第Ⅲ期（1778 年 10 月～1779 年初め）：溶岩流が南西方向に流出、カルデラ壁を越えた。その数日

後に再び北東方向に流出し、島の東部を覆って、先端は海に

まで達した。 
降灰期（1779年初め～1792年秋） ：1783年～1786年と1789年にしばしば降灰があった。降下

堆積物は1.2-1.5mの厚さに達し、人家の損傷も大きかった。 

 
 
 

表１ 安永噴火の年表 

第I期（1777年8月31日夕方～1778年2月下旬） 

 噴火の状況 

1777年 

８月31日 
 

夕方、三原山火口でストロンボリ式噴火が発生した。溶岩噴泉により、火山礫（スコリア）やペ

レーの毛が放出される。噴出物の層厚は、最大でも3cm（一寸）以下であった。噴火の初期には

爆音が聞かれ、地震も発生している。火口からの溶岩が流出した可能性がある（森本，1958）。

1777年9月～ 

1778年2月 
 

三原山火口でストロンボリ式噴火が消長を繰り返しながら発生した。 

 

記録のある噴火（▲：噴火の記述有り） 

1777年： 9/7▲ 9/8▲ 9/12▲ 9/26▲ 9/30▲ 10/6▲ 10/8・9▲ 10/12▲ 11/28▲ 

1778年： 2/7-16頃▲ 2/17-26頃▲ 

 

第II期（1778年4月14日～同年9月末） 

 噴火の状況 

1778年 

4月14日 

～16日 

三原山火口でストロンボリ式噴火が発生し、山頂にスコリア丘を形成した。その後、このスコ

リア丘北西側から溶岩流が北東方向に流出し、中ノ沢を流下して、築地釜まで達した。溶岩流の

流出後は活動が低下し，三原火口から時々黒い噴煙をあげる程度となった。 

５月末～9月末 三原山火口でのストロンボリ式噴火や溶岩流の流出は停止した？ 
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第III期（1778年10月中旬～1779年初） 

 噴火の状況 

1778年 

10月中旬 

三原山火口でストロンボリ式噴火が発生した。 

11月６日 三原山火口から溶岩流が南西方向に流出した。溶岩流は、カルデラ壁を越え野増と差木地の間

にある赤沢を流下し、間伏北東約1kmの地点まで達した。文献では、溶岩流は、長さ約６ｋｍ、

幅約200m、厚さは50mに達した、とされている。また、三原火口はこの噴火で噴出物により

埋め立てられたかもしれない。 

11月14日 

あるいは15日 

三原山火口から溶岩流が再び北東方向に流出し、外輪山との間の火口原の北半を埋め、ごみ沢を流

下して、海まで達した。文献によれば、溶岩流は長さ約8km、幅約300m、厚さ約5mに達した、と

されている。   

1779年 活動は弱まり主な活動は終結した。 

 

降灰期（1779年初～1792年秋） 

 噴火の状況 

1783～1786年 

1789年頃 

しばしば降灰があった。 

1792年秋 静穏な状況になった。 

 

IV期 1779年１月 

１月４日（安永七年十一月十七日2）夜から、またことのほか火勢強く焼音が一段と激しくなる。 

１月８日（十一月二十一日）昼頃に、「三原山ヨリ几二里程隔泉津村ノ内宇葉地釜ト申所ヨリ煙立火他燃

出候」という事件が起こっている。森本（1958）は、泉津村宇葉地釜付近で熔岩流の一部から

二次的流出があったのを、そのように記録したのかも知れないと述べている。（葉地釜は「はち

かま」と読み、中ノ沢の熔岩流の先端「羽路釜（蜂庖）明神」周辺をさすと思われる） 

 

注）『大島山火記』の成十一月の報告は『安永七成御用留』成三月とほとんど同文で同四月『安永七成島方御

用留』の報告と整合的、十月末から十一初めの手代見分の状況とは不自然な点があることから『大島山

火記』の月が誤写である可能性が高いと判断される。したがって活動自体が疑わしい。 
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図１ 安永噴火の噴出物分布（小山・早川、1996） 
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３－５．安永、1950-1951年、1986年噴火以外の噴火のレビュー 

 

ここでは、安永以降の噴火とは異なるタイプの噴火として、火山灰を大量に噴出するような噴火であ

るN1期の噴火についてレビューを行う。 
 

・N1 期噴出物は、火山灰の占める割合がかなり多いスコリア・火山灰互層である。N1 期のテフラ噴

出物量は新期大島層群中最大で、約７億トンと見積もられている（小山・早川、1996）。 
・小山・早川(1996)による等層厚線図によると、大部分の噴出物はカルデラ内から放出されたと考えら

れる。 
・N1期噴出物上部には浸食面が発達し、上部は失われていることが多いが、大まかに見るとN1期噴

出物は、発泡の悪いスコリア層を挟む硬い火山灰（火山豆石を含む）卓越部が２層準認められる。最

下部はスコリアの占める割合が大きいが、火山灰薄層を噴火初期から挟むという点で 1777-78 年噴

火などY期後期噴出物と異なる。 
・スコリアは全般に発泡程度が悪く、特に下部のスコリアはカリフラワー状スコリアなど水冷構造をも

つものが目立つ。 
・火山灰は大部分が新鮮な細粒スコリア片からなる。層理が発達し、空隙や火山豆石を含み、水の関与

が大きな噴火による生成物と見なすことができる。 
・これらの特徴から、N1期噴出物は、カルデラ形成後のカルデラ内での水の多い環境下で、マグマと

水の相互作用によって発生した噴火の生成物と考えられる。 
・N1期噴出物にみられる特徴は、N2期噴出物、N3期噴出物、N4 期上部噴出物にも認められ、カル

デラ形成後の N 期噴出物を特徴づけている。おそらくカルデラが深く、水の関与が大きな時期に特

徴的な噴火様式と考えられる。 
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図１ 新期大島層群階段図 

（小山・早川、1996） 

N1期のテフラ噴出物量は新期大島 

層群中最大（約７億トン） 

図２ N1期噴出物等層厚線図 

（小山・早川、1996） 

等層厚線図から大部分の噴出物は 

カルデラ内から放出された。 

図３ 伊豆大島北東一周道路でのN1期噴出物 

左：ここでの層厚は約1.2m A：火山灰層 

右：上部火山灰層（左図の拡大） 細かい層理からなる火山灰を主体とし、細粒スコリア層を

挟む。火山豆石や空隙が認められる。火山灰層上部では薄い土壌を挟んでスコリア層が覆

う。 
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４．最近の観測成果 

（勉強会資料より抜粋） 
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５．伊豆大島の観測体制 

平成19年11月1日現在 
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 伊豆大島の観測体制（テレメータによる連続観測）   NO.1 

 

       地震計              ＧＰＳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ：気象庁      ６点 

 
 ：地震研究所(短周期)     21点 

 
 ：地震研究所 
(広帯域および短周期)         ５点 

 
 ：防災科学技術研究所     ４点 

 ：気象庁       ３点 
 

 ：気象研究所                 ２点 
 

 ：地震研究所      13点 
 

 ：国土地理院       ６点 
  

 ：海上保安庁       １点 
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 伊豆大島の観測体制（テレメータによる連続観測）   NO.2 
 
 
      傾斜計・歪計           光波測距観測 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傾斜計  
 ：気象庁      ４点 

 
 ：地震研究所      ４点 

 
 ：防災科研      ４点 

 
● ：気象研（2007年12月設置）       ３点 
 
 
歪計 

 ：気象庁      1点 
 

 ：防災科研      1点 
 

 
 ：気象庁(器械点)     １点 

 
 ：気象庁(反射点)     １点 

 
 ：国土地理院(器械点)     １点 

 
 ：国土地理院(反射点)            11点 

   
 ：気象研究所（器械点）           ２点 

 
 ：気象研究所（反射点）               16点 
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 伊豆大島の観測体制（テレメータによる連続観測）   NO.3 
 
 

     電磁気観測              その他 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ：地震研究所      10点 

  （プロトン） 

●：地震研究所      １点 

  （フラックスゲート型） 
 

 ：防災科学技術研究所     ３点 

  （フラックスゲート型） 
 
●：比抵抗 地震研究所     ６点 
 
●：地磁気観測所（プロトン）          ２点 

 ：遠望カメラ  気象庁          １点
 
●：空振計    気象庁      ３点 
  

 ：潮位計   地震研究所     ３点 
 

 ：CO2土壌ガス及び地中温度計 地震研究所   
１点 

 
●：CO2、、水素濃度及び蒸気温度   東大理 
                         １点 
 

 ：重力計 防災科研      １点 
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地震計 

標高 設置高
度 分 秒 度 分 秒 m m

大島Ａ 34 44 14.89 139 23 23.73 570 0
大島Ｂ 34 46 20.86 139 24 53.92 240 0
大島Ｃ 34 45 30.02 139 22 18.57 170 0
大島Ｄ 34 42 6.05 139 22 12.58 30 0
大島Ｅ 34 41 16.77 139 25 29.92 30 0

OSHIM3大島３ 34 43 15.04 139 25 40.76 405 0 早期検知網
大島第1(御神火茶屋) 34 44 16.96 139 22 50.62 558 -78
大島第2(温泉ホテル） 34 45 14.91 139 24 11.61 490 -76
大島第3(動物公園） 34 45 27.87 139 26 7.16 140 -50

伊豆大島(波浮） 34 41 28.14 139 26 22.29 57 -101
大島観測所（OVO） 34 45 19.99 139 21 45.75 74 0
大島観測所（OVB） 34 45 15 139 21 44 75 -77
大島観測所（OVL） 34 45 14.87 139 21 44.09 75 -2 広帯域

岡田（OKA） 34 47 6.61 139 22 50.18 82 0
新開（SNK） 34 47 34.97 139 21 37.94 17 0

三原山頂展望台（MHR） 34 43 44 139 23 27 684 0
三原山頂展望台（MHR） 34 43 44 139 23 27 684 0 広帯域

滑台（SUB） 34 43 20.62 139 23 7.11 561 0
三原西（MHW） 34 43 37.4 139 23 12.94 574 0

白石山鞍部（SHI） 34 43 3.75 139 23 55.49 630 0
表砂漠（OS2） 34 44 2.6 139 23 12.76 552 0
野増（NMS） 34 43 56.87 139 21 30.03 32 0

奥山砂漠（OKB） 34 44 40 139 26 3 374 -75
奥山砂漠（OKL） 34 44 40 139 26 3 374 -5 広帯域
大島公園（OSK） 34 45 32.26 139 26 4.1 120 0

間伏（MBB） 34 41 54.73 139 23 46.42 117 -87 広帯域
間伏（MBS） 34 41 58.59 139 23 51.14 132 -5
奥山（OKU） 34 43 21.82 139 25 56.25 347 0

二子山（FUT） 34 42 56.33 139 24 44.69 597 0
櫛形山（KSG） 34 43 25.48 139 24 27.27 641 0
波浮港（HBM） 34 41 15.29 139 26 10.7 3 0
鎧端（YOR） 34 44 44.35 139 23 12.9 551 0

北外輪（NR3） 34 44 56.26 139 24 11.09 479 0
三原北（MN2） 34 44 44.74 139 24 1.46 493 0

筒石（TTI） 34 44 33.95 139 25 8.27 483 0
地磁気基準点（OSM） 34 45 56.2 139 22 22.29 170 0

波浮北（HBN） 34 42 6.9 139 25 55.72 206 0
黒潮開拓（KSK） 34 46 21.03 139 23 54.91 231 0

カルデラ観測井（C03） 34 43 38 139 22 59 546 0
カルデラ観測井（C20） 34 43 38 139 22 59 546 -169
カルデラ観測井（C40） 34 43 38 139 22 59 546 -387

B火口北観測点 34 44 33.48 139 24 15.84 485 0
B火口東観測点 34 44 2.1 139 24 12 548 -4
B火口東観測点 34 44 2.1 139 24 12 548 -4 広帯域

備考

気象庁

防災科研

震研

所属
緯度 経度

観測点
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GPS 

標高
度 分 秒 度 分 秒 m

大島北西外輪 34 44 19.84 139 22 43 558
差木地奥山 34 43 18.04 139 25 42.56 405

津倍付 34 46 9.52 139 22 30 191
三原火孔南 34 43 27.5 139 23 45.1 736

岡田港 34 47 21.9 139 23 28.8 5
海保 大島（6001） 34 47 51 139 22 21 143.9

大島観測所(2001) 34 45 6.63 139 21 48.53 86
間伏(2004) 34 41 18.67 139 23 51.57 40

奥山砂漠(eokb) 34 44 40.05 139 26 8.89 374
御神火(egjk) 34 44 18.72 139 22 51.88 577
込内(ekmu) 34 46 27.91 139 24 9.37 231

滑台下(esbs) 34 42 25.05 139 22 51.27 177
泉津(esnz) 34 46 42.42 139 25 22.95 59

津倍付(etbt) 34 45 59.32 139 22 25.78 194
余川(eykw) 34 42 39.66 139 26 0.97 399
万立(emnt) 34 47 2.22 139 21 6.98 11

三原山（emhr) 34 43 47.68 139 23 31.47 692
筒石(etti) 34 44 31.8 139 25 13.92 450

二子山(efut) 34 42 55.75 139 24 42.86 608
T三原山火口北 34 43 58.65 139 23 47.40 615.22

Ｔ泉津 34 45 15.33 139 24 9.16 493.43
大島１ 34 47 3.90 139 22 53.02 92.297 電子基準点
大島２ 34 41 12.43 139 25 59.56 70.862 電子基準点
大島３ 34 45 41.55 139 26 2.46 95.750 電子基準点
大島４ 34 44 15.40 139 21 30.92 41.846 電子基準点

地理院

震研

備考

気象庁

所属 観測点
緯度 経度

気象研

 

 

傾斜計・歪計 

標高 設置高
度 分 秒 度 分 秒 m m

伊豆大島ＢＴ 34 46 27.62 139 24 10.16 220 -15 傾斜計
伊豆大島ＣＴ 34 46 5.19 139 22 30 191 -20 傾斜計
伊豆大島Ｄ 34 42 4.85 139 22 14.98 30 -13 傾斜計
伊豆大島Ｅ 34 41 11.41 139 25 30.17 30 -9 傾斜計

大島 34 46 0.00 139 22 31 185 -291 歪計(温度計も併設）
B火口北_TBCN 34 44 31.8 139 23 47.9 510 -12 2007/12設置
LB1北_TLB1N 34 44 37.3 139 24 7.8 483 -12 2007/12設置
LB1東_TLB1E 34 44 39.6 139 24 47.0 455 -12 2007/12設置

大島第1（御神火茶屋） 34 44 16.96 139 22 50.62 558 -78 傾斜計
大島第2(温泉ホテル） 34 45 14.91 139 24 11.61 490 -76 傾斜計
大島第3(動物公園） 34 45 27.87 139 26 7.16 140 -50 傾斜計

伊豆大島(波浮） 34 41 28.14 139 26 22.29 57 -101 傾斜計
大島第２（温泉ホテル） 34 45 14.91 139 24 11.61 490 ３成分歪計

大島観測所（OVB） 34 45 1.48 139 21 48.78 75 -77 傾斜計
奥山砂漠（OKB） 34 44 34.48 139 26 9.14 374 -75 傾斜計

間伏（MBB） 34 41 51.61 139 23 41.47 117 -87 傾斜計
B火口東観測点 34 44 2.1 139 24 12 548 -4 傾斜計

震研

気象庁

防災科研

備考所属 観測点
緯度 経度

気象研
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光波測距観測 

標高
度 分 秒 度 分 秒 m

津倍付 34 45 53.85 139 22 31 191 器械点
神達 34 44 48.03 139 22 25 260 反射点

日の出展望台_A1 34 45 13.0 139 24 10.5 498 器械点
二子山_A2 34 42 45.2 139 24 46.4 631 器械点

M1 34 44 15.4 139 23 20.8 551 反射点
M2 34 44 21.7 139 23 46.5 544 反射点
M3 34 44 36.6 139 24 7.8 485 反射点
M4 34 44 39.8 139 24 19.1 486 反射点
M5 34 44 38.7 139 24 44.1 467 反射点
M6 34 44 52.0 139 24 56.6 442 反射点
M7 34 45 3.1 139 25 27.2 387 反射点
M8 34 44 22.0 139 25 12.2 438 反射点
M9 34 44 7.6 139 24 20.3 533 反射点
M10 34 43 51.0 139 23 41.6 681 反射点
M11 34 43 27.6 139 23 41.0 752 反射点
M12 34 43 41.6 139 23 57.3 747 反射点
M13 34 43 37.8 139 24 25.4 668 反射点
M14 34 43 52.8 139 25 18.6 443 反射点
M15 34 43 15.0 139 24 25.0 711 反射点
M16 34 43 3.7 139 23 54.2 643 反射点
局舎 34 44 26 139 22 58 600 器械点

1 34 44 36 139 24 5 540 反射点
2 34 43 59 139 23 48 610 反射点
3 34 44 7 139 23 20 570 反射点
4 34 44 3 139 23 15 560 反射点
5 34 43 55 139 23 2 540 反射点
6 34 43 51 139 23 32 670 反射点
7 34 43 51 139 23 46 670 反射点
8 34 43 38 139 24 26 670 反射点
9 34 43 30 139 23 56 590 反射点
10 34 43 29 139 23 47 720 反射点
11 34 43 19 139 23 19 600 反射点

備考

気象庁

地理院

所属 観測点
緯度 経度

気象研
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電磁観測 

標高
度 分 秒 度 分 秒 m

三原北1(MIK1) 34 43 51 139 23 43 672 プロトン
三原北2(MIK2) 34 43 50 139 23 42 675 プロトン

大島第1（御神火茶屋） 34 44 16.96 139 22 50.62 558 フラックスゲート型
大島第2(温泉ホテル） 34 45 14.91 139 24 11.61 490 フラックスゲート型
大島第3(動物公園） 34 45 27.87 139 26 7.16 140 フラックスゲート型

地磁気基準点（OSM） 34 45 57.03 139 22 24.09 150 プロトン
野増（NOM） 34 43 57.63 139 21 29.99 40 プロトン

表砂漠（OMT） 34 43 58.02 139 23 12.58 550 プロトン
三原A（MIA） 34 43 25.73 139 23 38.32 736 プロトン
三原0（MI0） 34 43 20.15 139 23 45.77 638 プロトン
三原1（MI1） 34 43 17.45 139 23 50.38 630 プロトン
三原2（MI2） 34 43 11.45 139 23 50.38 622 プロトン
三原東（MIE） 34 43 35.45 139 24 8.98 647 プロトン
二子山（FUT） 34 42 55.61 139 24 40.05 602 プロトン
波浮（HAB） 34 41 57.04 139 25 44.96 220 プロトン

B火口北観測点 34 44 33.48 139 24 15.84 485 フラックスゲート型
三原山山頂火口 34 43 34.88 139 23 41.24 560 比抵抗

三原山(ACTIVE-No.1) 34 43 39.34 139 23 25.18 685 比抵抗
三原山(ACTIVE-No.2) 34 43 34.34 139 23 27.34 690 比抵抗
三原山(ACTIVE-No.3) 34 43 25.44 139 23 35.48 730 比抵抗
三原山(ACTIVE-No.4) 34 43 26.96 139 23 44.98 740 比抵抗
三原山(ACTIVE-No.5) 34 43 48.7 139 23 43.54 712 比抵抗

備考

防災科研

震研

所属 観測点
緯度 経度

地磁気

 

その他 

標高
度 分 秒 度 分 秒 m

大島Ａ 34 44 9.53 139 23 23.73 570 空振計
大島Ｂ 34 46 15.7 139 24 54.17 240 空振計
大島Ｅ 34 41 5.43 139 25 30.41 30 空振計

大島北西外輪 34 44 14.27 139 22 42.75 558 遠望カメラ
防災科研大島第一（御神火茶屋） 34 44 16.96 139 22 50.62 558 重力計

泉津 34 47 4.81 139 24 56.35 6 潮位計
野増港 34 43 52.84 139 21 11.38 2 潮位計
波浮港 34 41 11.82 139 26 4.65 2 潮位計

三原山頂 34 43 42.04 139 23 54.7 708 地温計
三原山頂 34 43 42.04 139 23 54.7 708 二酸化炭素濃度

OSM 34 45 12.03 139 23 58.57 475 二酸化炭素濃度（蒸気井のガス）

OSM 34 45 12.03 139 23 58.57 475 水素濃度（蒸気井のガス、相対値）

OSM 34 45 12.03 139 23 58.57 475 蒸気温度（蒸気井管頭から約3m）

OSM 34 45 12.03 139 23 58.57 475 蒸気温度（蒸気井管頭から約3m）

OSM 34 45 12.03 139 23 58.57 475 蒸気温度（蒸気井管頭から約3m）

東大理

備考

気象庁

震研

所属 観測点
緯度 経度

 
 

 
 


